
到達目標
A

業界内の動向を理解
し、MFTとして求めら
れる役割と能力につい
てしっかりとした知識
を身につけている

到達目標
B

MFTとして必要な能力
を各種研修を通じて身
につけ、主体性をもっ
て行動できるように
なっている

業界内の動向を理解
し、MFTとして求めら
れる役割と能力につい
てある程度の知識を身
につけている

業界内の動向を理解
し、MFTとして求めら
れる役割と能力につい
ての知識を少し身につ
けている

MFTとして必要な能力
を各種研修を通じて身
につけ、主体性をもっ
て行動しようと試みて
いる

MFTとして必要な能力
を各種研修を通じて身
につけ、指示があれば
行動できるようになっ
ている

【教科書】

なし

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

課題・平常点

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

科目名 MFT実習中期インターン 年度 2025

MFT training mid-term intern 学期 後期

単位数 3 種別※ 実習

英語科目名

学科・学年 スポーツトレーナー科三年制  ２年次 必/選 選※ 時間数 90

担当教員 伊藤 教員の実務経験 無 実務経験の職種

【科目の目的】

メディカルフィットネストレーナーとしてインターンとして実習を行い、理解を深めます。

【科目の概要】

メディカルフィットネストレーナーとしてインターンを実施します。

【到達目標】

メディカルフィットネス施設の指導者・運営スタッフとして、その立場を理解し、実際の実践力を修得します

【授業の注意点】

実習先の規則に従ってください。身勝手な行動等を起こし、他人に迷惑をかけるような場合は単位取得を認めません

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力あと少しよい ふつう優れている



回
数

評
価
方
法

自
己
評
価

2025

MFT training mid-term intern 学期 後期

実践力を身に付ける

1

2

3

施設見学
業界内の動向を理解し、MFTとして求められる役割と能
力についてしっかりとした知識を身につける

3

授業内容

施設実習
MFTとして必要な能力を各種研修を通じて身につけ、主
体性をもって行動できるようになる

3

与えられた役割について責任を持って行動する 3

1
～

5

ＭＦ施設で１５
日間のインター
ン

6
～

1
0

1
1
～

1
5

施設実習

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

科目名 MFT実習中期インターン 年度

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他


	MFT実習中期インターン



